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効
率
化
、
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、

通
勤
・
経
済
活
動
の
広
域
化
、
観
光
の
活
性

化
と
い
っ
た
多
様
な
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
全
国
で

増
え
て
い
る
道
の
駅
に
隣
接
し
た
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

を
経
由
す
れ
ば
直
ぐ
に
、
道
の
駅
で
販
売
し

て
い
る
地
場
産
の
野
菜
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工

品
な
ど
を
買
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

地
域
の
観
光
案
内
や
地
域
住
民
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
う

れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備

は
、
今
後
も
、
高
速
道
路
を
「
賢
く
使
う
」

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
重
要
な
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
技
術
を
活
用
し
た
既
存

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
と
地

域
活
性
化
の
柱
と
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

ま
た
ぐ
橋
な
ど
が
必
要
で
多
額
の
建
設
費
が

か
か
る
の
に
対
し
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
本
体
は

安
価
に
建
設
で
き
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
用
の

ア
ン
テ
ナ
な
ど
を
設
置
す
る
だ
け
で
料
金
徴

収
員
が
不
要
な
た
め
、
従
来
の
Ｉ
Ｃ
に
比
べ

て
管
理
コ
ス
ト
も
少
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ

間
隔
が
短
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
高
速
道

路
の
利
便
性
向
上
の
効
果
に
加
え
、
物
流
の

ク
セ
ス
道
路
が
狭
く
大
型
車
が
通
行
で
き
な

い
な
ど
の
課
題
も
多
か
っ
た
が
、
利
用
の
24

時
間
化
や
大
型
車
に
対
応
し
て
い
る
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
増
加
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
普
及
率

が
90
％
に
上
る
な
ど
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
環

境
を
後
押
し
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
昨
年
の

改
正
道
路
法
が
国
会
で
成
立
し
た
の
を
受

け
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
に
関
す
る
新
し
い

財
政
措
置
も
創
設
さ
れ
た
。
通
常
の
Ｉ
Ｃ

は
、
渦
巻
き
型
の
取
り
付
け
道
路
や
本
線
を

年
末
、
久
し
ぶ
り
に
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
す
る
機
会

が
あ
っ
た
（
専
ら
公
共
交
通

機
関
に
頼
り
切
っ
て
い
る
小

生
は
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
機
会
が
め
っ
き
り

減
っ
た
が
・
・
・
）
。
今
更
？
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
改
め
て
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
利
便
性
・
快
適
性
に
感
心
し
て
し
ま
っ

た
。ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
ご
存
じ
の
通
り
、
高

速
道
路
の
本
線
や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
か
ら
乗
り
降

り
が
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭

載
車
専
用
の
出
入
り
口
で
、
既
存
の
高
速
道

路
の
有
効
活
用
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど

を
推
進
す
る
た
め
に
導
入
を
進
め
て
き
た
。

平
成
16
年
に
社
会
実
験
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
同
18
年
か
ら
本
格
導
入
さ
れ
る
と
、
高

速
道
路
利
便
増
進
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ

て
、
現
在
79
カ
所
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

設
置
当
初
は
、
利
用
時
間
が
限
ら
れ
、
ア

せ
る
た
め
に
も
、
道
路
整
備
の

必
要
性
と
長
期
安
定
的
な
道
路

予
算
の
確
保
を
強
く
訴
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

も
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
し
ま
し
て
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

活
性
化
な
ど
、
社
会
資
本
整
備

の
本
来
の
役
割
で
あ
る
ス
ト
ッ

ク
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

道
路
事
業
関
係
予
算
の
確
保

な
ど
、
道
路
整
備
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
「
地
方
の
創
生
」
を
実
現
さ

い
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
の
老
朽
化
対
策

に
お
け
る
人
材
育
成
・
点
検
・

診
断
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、
通
学

路
を
含
む
暮
ら
し
の
道
の
安
全

対
策･

交
通
事
故
対
策･

渋
滞
対

策･

無
電
柱
化
の
推
進
な
ど
、

利
便
性･

安
全
性
を
向
上
さ
せ


安
全
・
安
心
な
道
路
の
確
保
と

維
持
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
で
定
住
す
る

た
め
の
拠
点
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
及
び
医
療
機
関
等
へ
の
緊

急
輸
送
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ

道
路
網
の
整
備
も
着
実
に
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
道
路
は
日

常
生
活
や
地
域
の
産
業
活
動
を

支
え
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
道

路
整
備
は
将
来
の
地
域
の
発
展

を
左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。

道
路
整
備
に
よ
り
、
渋
滞
の

解
消
、
企
業
、
観
光
客
誘
致
な

ど
が
促
進
さ
れ
、
生
産
性
の
向

上
、
交
流
機
会
の
拡
大
、
地
方

点
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

は
、
救
援
活
動
や
災
害
物
資
の

緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
復
旧
・

復
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
命
の

道
」
と
し
て
の
道
路
の
重
要
性

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
整
備
は
防
災
・
減
災
の

観
点
か
ら
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
多
重

化
に
よ
る
代
替
性
）
の
確
保
が

大
事
で
あ
り
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
解
消
や
道
路
の
事
前
防

災
・
減
災
対
策
、
老
朽
化
対

策
、
震
災
対
策
の
推
進
に
よ
る

災
害
に
強
い
道
路
の
構
築
は
、

ど
の
自
治
体
も
避
け
て
通
れ
な

平
成
28
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か

ら
道
路
整
備
の
促
進
に
格
段
の

ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

先
の
東
日
本
大
震
災
、
昨
年

９
月
の
関
東
東
北
豪
雨
等
、
近

年
は
地
震
、
大
型
台
風
、
豪

雨
、
火
山
活
動
の
活
発
化
等
自

然
災
害
が
多
発
し
、
雨
の
降
り

方
も
局
地
的
、
集
中
化
、
激
甚

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
災
害
時
に
お

け
る
救
援
活
動
や
物
資
の
緊
急

輸
送
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
や
橋
梁
の
耐
震
化
な
ど
の
重

北
間
」
「
岩
出
～
和
歌
山
間
」

が
開
通
す
る
見
通
し
で
あ
る
な

ど
、
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
る
中
で
、
近
畿
地
区
の
抱
え

る
課
題
を
解
決
し
、
近
畿
地
区

全
体
の
発
展
に
資
す
る
道
路
整

備
が
未
だ
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
地
域
経
済
の
振
興
、
地
方

創
生
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、

道
路
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実

に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ら
の
道
路
構
造
物
の
維
持
管
理

・
更
新
等
の
老
朽
化
対
策
の
た

め
、
国
に
お
い
て
「
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
基
本
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
国
土
交
通
省
で
も
「
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
（
行
動

計
画
）
」
が
策
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
近

畿
地
区
で
は
昨
年
７
月
に
丹
波

綾
部
道
路
「
京
丹
波
わ
ち
～
丹

波
間
」
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全

線
開
通
し
、
和
歌
山
県
で
は
秋

に
開
催
さ
れ
た
国
体
に
合
わ

せ
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

「
田
辺
～
す
さ
み
間
」
も
開
通

し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は

京
奈
和
自
動
車
道
「
紀
ノ
川
～

岩
出
根
来
間
」
が
開
通
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
に
は
中
部
縦
貫

自
動
車
道
「
永
平
寺
～
上
志
比

間
」
、
北
近
畿
自
動
車
道
「
日

高
～
八
鹿
氷
ノ
山
間
」
、
京
奈

和
自
動
車
道
「
御
所
南
～
五
條

↘

さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
梅
雨

・
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
発

生
す
る
危
険
性
が
高
く
、
ま

た
、
世
界
の
大
地
震
の
２
割
が

集
中
す
る
地
震
国
で
も
あ
り
、

「
国
土
強
靱
化
」
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
で
は
、
救
急
救
命
活
動
や

緊
急
物
資
の
輸
送
に
お
い
て

「
命
の
道
」
と
し
て
の
幹
線
道

路
網
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
近
い
将
来

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど

の
大
規
模
地
震
・
津
波
に
よ
る

被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
近
畿

地
区
に
お
い
て
も
、
強
靱
な
国

土
を
形
成
す
る
た
め
、
防
災
上

必
要
不
可
欠
な
幹
線
道
路
等
の

整
備
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
に

集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
ト

ン
ネ
ル
、
橋
梁
等
の
老
朽
化
が

急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
こ
れ

【
コ
ー
ス
名
】
58
限

目【
講
座
場
所
】
横
浜

環
状
北
線

【
講
座
日
時
】
平
成

28
年
２
月
25
日(

木)

14:

00
～
16:

00

【
募
集
人
数
】
40
名

（
18
歳
以
上
）

【
参
加
費
用
】
無
料

【
締
切
】
平
成
28
年

２
月
１
日
（
月
）
10

:

00

首
都
高
講
座
58
限
目
は
、
横

浜
環
状
北
線
の
ト
ン
ネ
ル
内
に

て
、
設
置
が
順
次
進
め
ら
れ
て

い
る
最
新
の
防
災
設
備
を
紹
介

す
る
。

ま
た
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を

発
進
す
る
た
め
に
作
っ
た
大
き

な
立
坑
や
、
地
上
区
間
に
あ
る

単
径
間
で
上
下
２
層
形
式
と
し

て
は
日
本
で
一
番
長
い
ト
ラ
ス

橋
な
ど
、
工
事
中
の
高
速
道
路

の
様
子
を
見
ら
れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
。

い
っ
た
新
た
な
視
点
に
お
い
て

も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
ま
す
。

当
会
議
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
今
後

と
も
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
何

度
で
も
「
四
国
」
に
行
っ
て
み

た
く
な
る
よ
う
な
快
適
な
四
国

の
道
路
整
備
の
実
現
に
向
け
、

道
路
利
用
者
の
立
場
か
ら
、
長

期
安
定
的
な
道
路
予
算
の
確
保

を
訴
え
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
全
国
の
会
員
の
皆
様

に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
の
平
成

28
年
度
道
路
関
係
予
算
の
概
算

要
求
に
お
い
て
は
、
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
」
、

「
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
」
、
「
豊
か
で
利
便
性
の
高

い
地
域
社
会
の
実
現
」
及
び

「
日
本
経
済
の
再
生
」
の
４
分

野
を
重
点
化
す
る
方
針
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
公
共
事
業
な
ど

の
「
裁
量
的
経
費
」
に
つ
い
て

は
対
前
年
度
比
10
％
減
で
の
要

求
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

整
備
の
遅
れ
て
い
る
四
国
地
方

に
お
け
る
必
要
な
道
路
予
算
の

確
保
は
非
常
に
厳
し
い
と
予
測

さ
れ
、
今
後
の
道
路
整
備
に
強

い
不
安
と
危
機
感
を
抱
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

道
路
は
、
国
民
生
活
や
経
済

・
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的

な
社
会
資
本
で
あ
り
、
地
方
創

生
、
あ
る
い
は
一
億
総
活
躍
と

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
や
南

海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災

害
に
対
応
す
る
に
は
、
今
や
、

四
国
内
に
お
け
る
交
流
や
連
携

に
と
ど
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、

本
四
連
絡
道
路
３
ル
ー
ト
や
フ

ェ
リ
ー
航
路
を
介
し
た
近
畿
・

中
国
・
九
州
圏
と
の
、
よ
り
広

域
的
な
人
や
モ
ノ
の
対
流
を
促

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
地
域
を
支
え
、
守
る
「
ス

ト
ッ
ク
効
果
」
が
顕
著
な
社
会

基
盤
施
設
と
し
て
、
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
解
消
や
暫
定
２
車
線

区
間
の
４
車
線
化
な
ど
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
道
路
構
造
物
の
老
朽

化
・
耐
震
対
策
や
通
学
路
の
交

通
安
全
対
策
、
都
市
部
に
お
け

る
渋
滞
対
策
な
ど
、
安
全
、
安

心
、
そ
し
て
快
適
に
道
路
が
利

用
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
道
路

整
備
に
つ
い
て
も
確
実
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道
後
温
泉
な
ど
日
本
の
古
き
良

き
伝
統
文
化
が
息
づ
く
魅
力
的

な
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
急
峻

な
地
形
や
脆
弱
な
地
質
の
た

め
、
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す

く
、
か
つ
整
備
に
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
全
国
に
比
べ
て
道
路
等
の

社
会
資
本
整
備
が
大
幅
に
遅
れ

て
お
り
ま
す
。
四
国
８
の
字
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
高
速
道
路
網

を
は
じ
め
、
中
山
間
地
域
の
生

活
道
路
な
ど
整
備
の
必
要
な
道

路
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
当
会
議
の

運
営
及
び
諸
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
格
別
の
御
理
解
・
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
「
２
０
１
５

年
に
行
く
べ
き
世
界
の
52
箇
所

（
52
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
ｓ

ｔ
ｏ

Ｇ

ｏ

ｉ
ｎ

２
０
１
５
）
」
に
お

い
て
、
日
本
で
唯
一
選
定
さ
れ

た
「
四
国
」
は
、
四
国
遍
路
や

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

を
守
り
、
地
域
の
振
興
を
図
る

た
め
、
社
会
資
本
整
備
の
着
実

な
実
施
に
向
け
、
関
係
各
位
の

皆
様
と
と
も
に
取
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
山

陰
地
方
を
中
心
に
未
供
用
区
間

が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
ま

た
、
一
般
道
の
整
備
も
十
分
と

言
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
早
期
整
備
と
機

能
強
化
は
、
災
害
発
生
時
の
住

民
避
難
や
普
及
活
動
等
、
災
害

に
強
い
国
土
の
構
築
に
資
す
る

の
み
な
ら
ず
、
個
性
あ
る
地
域

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
拠
点
を
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
地

域
・
拠
点
の
連
携
を
確
保
す
る

等
、
地
方
の
創
生
に
不
可
欠
な

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
老
朽
化
し
た
社
会
資

本
へ
の
対
応
は
、
道
路
利
用
者

の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か

ら
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
橋
梁
な
ど
の
道
路

施
設
の
計
画
的
な
点
検
を
行

い
、
構
造
物
の
安
全
性
を
徹
底

的
に
診
断
し
、
老
朽
化
に
係
る

必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と

や
、
複
数
年
に
わ
た
る
大
規
模

修
繕
や
更
新
等
、
長
期
安
定
的

な
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
必
要

不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
道
路
利
用
者
の
立
場

か
ら
も
、
住
民
の
安
全
・
安
心

昨
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
被
っ
て
お
り
、
寸
断

さ
れ
た
交
通
網
は
、
周
辺
道
路

に
お
い
て
渋
滞
を
発
生
さ
せ
、

災
害
物
資
の
輸
送
な
ど
復
旧
活

動
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
復
旧
後
は
、
災
害
物

資
の
輸
送
等
の
緊
急
輸
送
路
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
ま
さ
に
道
路
が
必
要

不
可
欠
な
「
命
の
道
」
で
あ
る

と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
頻
発
す
る
異
常
気
象

や
、
近
い
将
来
、
発
生
が
予
測

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と

す
る
巨
大
地
震
な
ど
、
災
害
リ

ス
ク
は
増
々
高
ま
っ
て
い
ま

す
。中

国
地
方
を
俯
瞰
す
る
と
、

緊
急
輸
送
道
路
の
核
と
な
る
高

平
成
28
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
、
集
中
豪
雨
や
台
風
等
に

よ
る
痛
ま
し
い
自
然
災
害
が
全

国
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

平
成
27
年
９
月
豪
雨
に
よ
り
、

記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
関
東

地
方
と
東
北
地
方
に
お
い
て
、

河
川
の
決
壊
や
氾
濫
、
土
砂
災

害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
命

が
犠
牲
に
な
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
地
域
の
１
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

中
国
地
方
に
お
い
て
も
、
一

中
国
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

四
国
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

九
州
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

檜山 俊宏
広島県議会議員

髙須賀 功
愛媛県東温市長

谷井 博美
福岡県宗像市長

高
速
道
路
を
賢
く
使
う

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ


詳細は首都高速道路ホームページで
http://www.shutoko.jp/

横
浜
環
状
北
線
の
防
災
設
備
を
学
ぼ
う
！
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